
鹿 病 防 第 １ ６ 号
平 成 １ ７ 年 ８ 月 ２ 日

各関係機関の長 殿
鹿児島県病害虫防除所長

平成１７年度技術情報第６号（ハスモンヨトウ）について（送付）

このことについて，ハスモンヨトウに関する情報をとりまとめましたので送付します。

平成１７年度 技術情報第６号
（ハスモンヨトウ）

県内各地に設置してあるフェロモントラップにおいて，ハスモンヨトウの誘殺虫数が増
加しています。今後ダイズ，サトイモ，オクラ，イチゴ等で被害の多発が予想されますの
で，適切な防除に努めてください。

ハスモンヨトウ１．対象病害虫

ダイズ，サツマイモ，サトイモ，根深ネギ，オクラ，イチゴ，ナス２．対 象 作 物
花き類等

３．発生状況及び情報の根拠
（１）農業試験場内におけるフェロモントラップでは，７月第６半旬に誘殺虫数が1,085

頭（平年501頭）と多く，さつま町，川辺町，串良町及び出水市に設置してあるフェ
ロモントラップにおいても増加している（図１，図２）。

（３）８月１日にサトイモほ場で調査した結果，全調査ほ場で被害が見られ，若・中齢幼
虫が確認された（表２）。

（４）普及センタ－からダイズほ場（７月上旬は種）において，白変葉が見られるとの報
告があった。

（５）向こう１ヶ月の天候は，平年と同様に晴れの日が多く，気温は平年並か高いと予報
されており，発生しやすい条件になる。

（６）８月における成虫の誘殺ピ－クは，８月第１半旬と第３半旬の二山型になると予測
され，それぞれのピ－クに対する防除時期は，８月第３半旬，８月第５半旬になると
考えられる。

４．防除上注意すべき事項
（１）若齢幼虫は葉裏を集団で加害し，表皮だけを残して食害するので，これを目安に防

除する。
（２）地域により発生時期が異なるため，ほ場を見回り適期に防除する。
（３）老齢幼虫になると薬剤が効きにくくなるので，発生初期の若齢幼虫を対象に防除す

る。なお，ＢＴ剤やＩＧＲ剤を使用する場合は，やや遅効的であるので，時期を逸し
ないように早めに散布する。

（４）育苗期の野菜でも，発生が予想されるので，初期防除に努める。



図２ 県内各地の誘殺状況

表１ サトイモほ場におけるハスモンヨトウの発生状況（調査日８月１日）

被 害 程 度
調査ほ場数 齢 期

甚 多 中 少 無 計

鹿 屋 市 10 - - - 10 - 10 中齢前後

串 良 町 10 - - 3 7 - 10 若齢～中齢

計 20 - - 3 17 - 20(100%)

※被害程度（食害面積率） 中：11～25%，少：1～10%
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 ファネルフェロモントラップ誘殺状況（出水市平和町）
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 図１　フェロモントラップにおけるハスモンヨトウの誘殺状況（鹿児島市：農業試験場）
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